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２． 
リッカチ代数方程式は 
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３．次のページへ続く 
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リッカチ代数方程式をまとめると

各行列要素の和が０になることから，次の連立方程式が成立する．
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シルベスターの判定を適用すると，

正定な行列が次のように求められる．
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４． 
最適レギュレータの極を求めるために特性方程式を計算する． 
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５． 
MATLAB による検証 
・状態空間表現 
>> A=[0 1; 0 0]; 
b=[0 ;1]; 
c=[1 0]; 
sys=ss(A,b,c,0); 
・最適レギュレータ 
>> [K,S,E] =lqr(A,b,[5 0; 0 5],1) 
K =  //フィードバックベクトル，手計算の場合と符号が逆である． 
    2.2361    3.0777 
S =  //P 行列 
    6.8819    2.2361 
    2.2361    3.0777 
E =  //最適レギュレータによる極 
   -1.9021 
   -1.1756 
 
以上より３，４の計算結果と一致することが確認できる． 


